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第14章 定期試験問題

1. 一時独立な 2次元複素ベクトル a1, a2∈ C2が下記のように与えられている時，
これを用いて正規直交基底q1, q2を求めよ。合わせて，求めたq1, q2が直交
していることも示せ。(15点)

a1 =

[
1 −
√
−1

−
√
−2

]
, a2 =

[
1 +
√
−1√
−2

]

2. z = 2+ 2
√
−3である時，次の値を求め，複素数の標準形式で答えよ。(15点)

(1)

√
−1
z

(2)
√

z

(3) z4

3. Gauss平面上の曲線Cが下記のように与えられている時，次の複素積分の値
を求めよ。(20点)

1−

1

(1)
∫

C
z2dz

(2)
∫

C
|z|2 dz

4. 次の代数方程式の解を全て求め，複素数の標準形式で答えよ。(20点)

2z2 +
(
−6 − 2

√
−1
)

z + 4 + 4
√
−1 = 0

5. f4 =[ f0 f1 f2 f3]Tに離散 Fourier変換 (DFT)を行って，c4 =[C0 C1 C2 C3]Tを
求めたい。次の問いに答えよ。(30点)
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(a) DFTを

c4 =
1
4

W4f4

と表現する時，4 × 4複素行列W4を，できるだけ簡略化し，各要素を
複素数の標準形式で書け。

(b) FFTを用いて計算する手順を解説せよ。

(c) f4 = [1 − 3 3 1]Tである時，c4の値を求めよ。
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